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令和７（２０２５）年２月の調査結果



「材料の値上がりが止まらず、お客様確保が難しい。工務店も受注に苦労しているようで、それに伴

い建築に関係している当社も仕事が減っている」（とび）「タイミーのようなすき間バイト探しが、建

設業でも使えるようにして欲しい」（一般土木建築工事）「資材高騰の発端はコロナ禍による生産能力

の低下が原因であったはず。現在はコロナ禍で生産過程の変化により、より効率化されているにもか

かわらず値上げが継続している状況に疑問。労務費の値上げは社員の生活に係ることなので行うが、

物価上昇率と並行した上昇率を保てるかは厳しい状況」（塗装工事） 

「業界全体が冷え込んでいると感じる」（その他の機械・同部品製造）「売上はそこそこ回復している

が、光熱水費や原材料等の高騰高止まりで、利益率は悪い。来月から春闘に突入するが、人材確保の

ため労務費アップは避けられず」（その他の鉄鋼）「現状はコロナ明けの影響で忙しいが、長い目で見

ると、最低賃金や時間外割増賃金率の引上げがじわじわと効いて厳しくなると考えられる。機械メー

カーからみると、生産現場は人手不足が進行しているので機械の合理化をしなくてはならないが進ん

でいない。力のない企業は淘汰されると思われる」（一般産業用機械・装置製造） 
 「原材料の高騰があまりにも激しく、ある程度販売価格に転嫁できるもののすべてをカバーできる状

態ではない。下手をすれば原材料費が５０％アップである。１年分の原料を一冬買うので当然資金が

足りないが、昨今の金利上昇で借入も思い切ってしにくい。困窮している」（食料卸売）「売上は食品や

消耗品・ファーマシーは好調。衣料や住居余暇は、昨年実績を微増で上回るも食料品程の力もなく不

安定。仕入や人件費の高騰で利益は出にくい状況は変わらない。確定はしてないが、この春から更に

人件費も上げる見込みであり、その上げ幅は大きいので他の経費削減では吸収できないレベルになる」

（大型小売店） 

「寒波と強風の影響により来場者が減少したが、客単価の上昇により売上は昨年と同程度を確保。仕

入や消耗品価格が引き続き上がっているところに、光熱費や燃料費の高騰が重なり採算は悪化。さら

に賃上げ圧力が加わり、先行きの採算も悪化が見込まれる。より一層の業務効率化が必要な状況。減

税や社会保険料の引き下げによる実質的な賃上げを政府に強く望む」（ゴルフ練習場）「仕事量も多く

売上も伸びているが、仕入れや給与も上がるので利益は伸びない。高騰分をお客様に転嫁しろ、との

話は聞くが容易ではない」（コンピューターソフトウェア開発） 

２月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲２３．２（前月水準１７．１）となり

マイナス幅が６．１ポイント拡大した。 

各業界、原材料含む諸経費の高騰継続による影響大。 

建築業・卸・小売業では、労務費のアップによる上昇

率分が経費を圧迫し、厳しい状況。製造業では、人手不

足が未だに解消ぜず。サービス業では、客単価・仕事量

の上昇があり、売上が伸びるも原材料、光熱水費などの

経費も値上がりを継続し、採算では悪化している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

業界全体、高騰し続ける諸費用に厳しい状況。その上人材確保のための労務費アップで採算悪化。  

回答期間：令和7年2月18日～令和7年3月4日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数73 

柏の景気情報（令和７年２月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．２に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲２０．５で、柏のほうがマイナス幅が

２．７ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製

造業・卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 23.2 ▲ 37.5 ▲ 23.5 ▲ 36.8 ±0.0

▲ 20.5 ▲ 16.7 ▲ 25.0 ▲ 28.5 ▲ 13.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 1.3 ▲ 25.0 ▲ 5.8 ±0.0  28.5

▲ 6.4 ▲ 10.4 ▲ 11.4 ▲ 7.6 0.4

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.5 ▲ 37.5 ▲ 17.6 ▲ 26.3 ▲ 4.7

▲ 20.7 ▲ 17.9 ▲ 22.8 ▲ 25.6 ▲ 17.4

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 67.1 ▲ 62.5 ▲ 64.7 ▲ 84.2 ▲ 57.1

▲ 66.6 ▲ 67.6 ▲ 63.2 ▲ 71.0 ▲ 65.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 19.1  25.0  11.7  5.2  33.3

22.0 37.1 12.6 18.5 27.5

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.4 ▲ 31.2 ▲ 11.7 ▲ 15.7 ▲ 9.5

▲ 13.7 ▲ 6.9 ▲ 16.1 ▲ 20.4 ▲ 11.6

今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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調査期間：2025年2月12日～18日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（２月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
９月 ▲14.1 ▲ 8.4 ▲ 23.4 ▲ 16.1 ▲ 18.7 ▲  4.3 

１０月 ▲17.2 ▲ 11.8 ▲ 22.0 ▲ 26.1 ▲ 24.1 ▲  6.9 

１１月 ▲16.3 ▲ 12.6 ▲ 20.4 ▲ 19.0 ▲ 23.2 ▲  8.5 

１２月 ▲14.4 ▲ 11.3 ▲ 21.4 ▲ 17.5 ▲ 20.2 ▲  3.4 

１月 ▲15.4 ▲ 10.6 ▲ 20.7 ▲ 17.2 ▲ 19.7 ▲  9.4 

2月 ▲20.5 ▲ 16.7 ▲ 25.0 ▲ 19.5 ▲ 28.5 ▲  130 

見通し ▲ 15.6 ▲ 14.2 ▲ 16.5 ▲ 20.3 ▲ 20.1 ▲  10.1 

 

䣓
寒
波
に
よ
る
急
激
な
気
温
低

下
で
客
足
が
減
少
し
䣍
売
上
が
伸
び

悩
ん
だ
䣎
加
え
て
䣍
昨
今
の
キ
䣺
䣹

シ
䣻
レ
ス
決
済
の
普
及
に
よ
る
手

数
料
負
担
䣍
振
り
込
み
ま
で
の
タ
イ

ム
ラ
グ
の
影
響
で
運
転
資
金
が
不

足
し
始
め
て
い
る
䣔䥹
飲
食
店
䥺 

 

䣓
賃
上
げ
に
努
め
て
い
る
が
䣍

な
か
な
か
人
材
が
集
ま
ら
な
い
䣎
年

度
末
に
向
け
て
短
時
間
バ
イ
ト
等

の
ス
ポ
䣹
ト
ワ
䤀
カ
䤀
を
活
用
す

る
予
定
で
あ
る
䣔䥹
遊
園
地
䥺 

 



〇

〇

令和６年 令和7年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３～５月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 9.6 ▲ 29.7 ▲ 6.1 ▲ 14.6 ▲ 17.1 ▲ 23.2 ▲ 16.4 ( ▲ 15.7 )

建  設 ▲ 10.0 ▲ 21.4 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 43.7 ▲ 37.5 ▲ 12.5 ( ▲ 25.0 )

製  造 ▲ 31.5 ▲ 50.0 ▲ 11.7 ▲ 42.1 ▲ 15.0 ▲ 23.5 ▲ 29.4 ( ▲ 10.0 )

卸・小売 ▲ 9.0 ▲ 45.0 ▲ 21.7 ▲ 35.0 ▲ 5.2 ▲ 36.8 ▲ 36.8 ( ▲ 36.8 )

サービ ス △ 9.0 ±0.0 △ 13.6 △ 21.0 ▲ 6.6 ±0.0 △ 9.5 ( △ 13.3 )

令和７年（２０２５年）２月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

２月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲２３．２（前月水準▲１７．

１）となり、マイナス幅が６．１ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１６．４（前月水準

▲１５．７）となり、マイナス幅が０．７ポイント拡大した。
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サービス

8%

60%
32%

14%

72%

14%
11%

42%

47%

6%

65%

29%

0%

62%

38%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年 令和7年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３～５月 ( 2～4月 )

全産業 △ 4.8 ▲ 12.1 △ 4.9 ▲ 13.3 ▲ 11.4 △ 1.3 ±0.0 ( ▲ 7.1 )

建  設 ▲ 10.0 ▲ 7.4 ▲ 5.2 ▲ 29.4 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ( ▲ 25.0 )

製  造 ▲ 21.0 ▲ 25.0 ±0.0 ▲ 31.5 ±0.0 ▲ 5.8 ▲ 29.4 ( ▲ 5.0 )

卸・小売 △ 9.0 ▲ 25.0 ▲ 4.3 ▲ 20.0 △ 10.5 ±0.0 ▲ 5.2 ( ▲ 26.3 )

サービ ス △ 36.3 △ 10.0 △ 27.2 △ 26.3 ▲ 13.3 △ 28.5 △ 33.3 ( △ 33.3 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△０．０（前月水準▲

          ７．１）となり、マイナス幅が７．１ポイント縮小した。

○

【売上について】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１．３（前月水準▲１１．４）

となり、マイナス幅１２．７ポイント縮小した。

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３～５月

ＤＩ値

月別

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

29%

44%

27%
33%

62%

5%

37%

26%

37%

30%

35%

35%

12%

50%

38%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年 令和7年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３～５月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 10.8 ▲ 22.9 ▲ 11.1 ▲ 12.0 ▲ 22.8 ▲ 20.5 ▲ 9.5 ( ▲ 17.1 )

建  設 ▲ 15.0 ▲ 14.2 △ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 43.7 ▲ 37.5 ▲ 18.7 ( ▲ 31.2 )

製  造 ▲ 36.8 ▲ 50.0 ▲ 29.4 ▲ 31.5 ▲ 10.0 ▲ 17.6 ▲ 23.5 ( ▲ 20.0 )

卸・小売 ▲ 13.6 ▲ 40.0 ▲ 39.1 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 26.3 ▲ 31.5 ( ▲ 42.1 )

サービ ス △ 18.1 △ 15.0 △ 18.1 △ 26.3 ▲ 20.0 ▲ 4.7 △ 28.5 ( △ 33.3 )

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２０．５（前月水準▲２２．

８）となり、マイナス幅が２．３ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．５（前月水準▲

１７．１）であり、マイナス幅が７．６ポイント縮小する見通しである。

○

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○
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△ 10.0

△ 30.0

△ 50.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 ３～５月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス
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55%

33%
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76%

14% 21%

32%
47%

18%

47%

35%

0%

62%

38%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年 令和7年

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 60.2 ▲ 62.1 ▲ 59.2 ▲ 62.6 ▲ 70.0 ▲ 67.1 ▲ 63.0 ( ▲ 57.1 )

建  設 ▲ 55.0 ▲ 42.8 ▲ 47.3 ▲ 47.0 ▲ 62.5 ▲ 62.5 ▲ 68.7 ( ▲ 37.5 )

製  造 ▲ 73.6 ▲ 60.0 ▲ 58.8 ▲ 57.8 ▲ 70.0 ▲ 64.7 ▲ 52.9 ( ▲ 60.0 )

卸・小売 ▲ 70.0 ▲ 75.0 ▲ 78.2 ▲ 75.0 ▲ 84.2 ▲ 84.2 ▲ 78.9 ( ▲ 78.9 )

サービ ス ▲ 50.0 ▲ 65.0 ▲ 50.0 ▲ 68.4 ▲ 60.0 ▲ 57.1 ▲ 52.3 ( ▲ 46.6 )

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６３．０（前月水準

▲５７．１）となり、マイナス幅が５．９ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６７．１（前月水準▲７０．

０）となり、マイナス幅が２．９ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0
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▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3～5月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス
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円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年 令和7年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 △ 21.6 △ 21.6 △ 23.4 △ 25.3 △ 12.8 △ 19.1 △ 20.5 ( △ 15.7 )

建  設 △ 50.0 △ 28.5 △ 42.1 △ 41.1 △ 25.0 △ 25.0 △ 50.0 ( △ 37.5 )

製  造 △ 10.5 △ 5.0 △ 5.8 △ 10.5 △ 20.0 △ 11.7 △ 5.8 ( △ 20.0 )

卸・小売 ▲ 4.5 △ 15.0 △ 13.0 △ 5.0 ▲ 5.2 △ 5.2 ±0.0 ( ▲ 10.5 )

サービ ス △ 31.8 △ 40.0 △ 31.8 △ 47.3 △ 13.3 △ 33.3 △ 28.5 ( △ 20.0 )

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．５（前月水準

△１５．７）となり、プラス幅が４．８ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】
○ ２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１９．１（前月水準△１２．

８）となり、プラス幅が６．３ポイント拡大した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

29%

62%
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57%

5% 16%

74%

10% 23%

65%

12%

37%

50%

13%
円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年 令和７年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月 ( 2～4月 )

全産業 ▲ 6.0 ▲ 5.4 ▲ 8.6 ±0.0 ▲ 8.5 ▲ 16.4 ▲ 12.3 ( ▲ 8.5 )

建  設 ▲ 5.0 ±0.0 △ 10.5 △ 5.8 ▲ 12.5 ▲ 31.2 ▲ 12.5 ( ▲ 6.2 )

製  造 ▲ 10.5 ▲ 20.0 ▲ 23.5 ▲ 5.2 ▲ 15.0 ▲ 11.7 ▲ 23.5 ( ▲ 10.0 )

卸・小売 ▲ 13.6 ▲ 10.0 ▲ 21.7 ▲ 10.0 ▲ 5.2 ▲ 15.7 ▲ 26.3 ( ▲ 21.0 )

サービ ス △ 4.5 △ 10.0 ±0.0 △ 10.5 ±0.0 ▲ 9.5 △ 9.5 ( △ 6.6 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

２月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．４（前月水準▲８．５）

となり、マイナス幅が７．９ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（３月から５月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．３（前月水準

▲８．５）となり、マイナス幅が３．８ポイント拡大する見通しである。

○

○
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▲ 30.0
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△ 10.0

△ 30.0

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3～5月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

5%

73%

22%

5%

81%

14%
11%

63%

26%

6%

76%

18%

0%

69%

31%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 23.2

全国▲ 20.5

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏 1.3
全国▲ 6.4

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

増加減少

柏 全国

柏▲ 20.5
全国▲ 20.7

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
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卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 67.1
全国▲ 66.6

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
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ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 19.1 全国 22.0
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業種別

【業種別】業界内トピックス



【業種別】業界内トピックス



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

       ＜業種別回収状況＞

44
42.1%
38.6%

回答数
42.2%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

73全 産 業

46

建   設 16
17
19

製   造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 21 46.7%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

41.3%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年２月２０日 ～ 令和７年３月４日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


